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冬季収穫調製した「たちすずか」のWCSを 12.5%と 25%配合した 2処理区、黄熟期収
穫の「クサノホシ」WCS12.5%配合およびイナワラ 12.5%配合の計 4処理区について、黒
毛和種での肥育試験による比較を行った。「たちすずか」の 2 処理区は血中のビタミン A
濃度がイナワラ区と同程度で、「クサノホシ」区よりも低く推移した。増体成績は「クサ
ノホシ区」が高く、次いで「12.5%たちすずか区」であった。枝肉の脂肪交雑は「12.5%
たちすずか区」、「イナワラ区」、「25%たちすずか区」、「クサノホシ区」の順に優れていた。
この結果、冬季収穫「たちすずか」WCS は黒毛和種肥育用粗飼料源として、極めて有望
であることが明らかにされた。 
 本研究を通して、新たな飼料用イネ品種としての「たちすずか」が従来品種に比べて、
優れた栄養特性を有するだけでなく、エネルギー価が高く、乳生産用、肥育用の粗飼料源
として活用できるという新たな実践的知見を得ている。 
 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士(農学)の学位を授与される十分な資格があるも
のと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
